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人
開
発
達
の
物
質
的
基
礎
(
四
五
)
結
び
(
五
)
、
擬
音
・
損
態
語
の
利
用
に
よ
る
韻
律
生
成
田
路
の
漕
強
.
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ア
}
と
雷
い
、
鹿
賞
以
外
の
感
覚
で
様
子
を
表
す
、
「
て

く
て
く
」
、

『
ぴ
か
ぴ
か
』
な
ど
は
凝
態
陪
と
曹
い
ま
す
.

い
ず
れ
も
動
作
の
説
明
に
好
都
合
で
、
動
詞
句
を
導
き
ま

す
.
動
詞
の
出
に
〈
い
知
的
障
害
や
、
韻
律
の
お
か
し
き

を
合
わ
せ
持
つ
自
閉
症
児
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
ば
で
す
.

図
A
、
B
は
、
実
際
に
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
に
適
用

し
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
リ
ズ
ム
婚
で
す
(
堀
田
喜
久
男
、

一
九
九
二
三
歩
く
、
寝
る
、
走
る
、
泣
く
、
笑
う
、
怒

る
な
ど
の
動
向
が
、
《
絵
》
と
《
ピ
ア
ノ
》
で
誘
発
さ
れ

ま
す
.
『
の
っ
し
の
っ
し
」
、
「
グ

l
グ
l
h
「
も
う
も

~ q~- 岸

lOoj L 

モヲ ;aJ =) 
42ム

A. 

鞠
【.箇喜久男同町】

任 。・
A:"，;-r-.l1 I JI 1 11 1 '11 1 I ・ II I I 

U 

あ あ ある 〈、う しがある(. 

Aa ・ 8 ・

M ，.・ ，- リ

" のっしのつしのー

司

う
』
、
「
-一
タ
ニ
タ
」
、
『
ウ
l
ウ
l
』
な
ど
の
こ
と
ば
の
傾

律
が
.
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
引
き
出
し
ま
す
.

利
点
を
列
挙
し
て
み
ま
し
ょ
う
.
①
、
綬
音
・
凝
態
語
は

拍
節
二
音
の
反
復
を
基
本
と
し
、
聞
き
取
り
単
位
の
反
復

で
復
唱
し
易
い
.
②
‘「
あ
、
ぁ
.
あ
る
く
」
.
『
の
っ
し

の
っ
し
の

l
っ
し
」
と
‘
前
者
は

一
一
三
{
三
三
の
変

形
)
で
動
飼
を
曹
い
、
後
者
は
七
音
割
り
当
て
で
、
動
作

の
様
子
を
語
感
と
と
も
に
噌
幅
し
、
準
備
を
つ
〈
り
ま
す
.

③
、
音
高
の
基
本
が
二
つ
(
ソ
と
ラ
)
で
、
終
止
だ
け
さ

ら
に
低
い
音
す
る
を
用
い
〔
民
語
音
階
て
こ
と
ば
の

ア
ク
セ
ン
ト
の
ま
ま
に
歌
わ
れ
ま
す
.
@
、
視
覚
的
な
も

の
と
経
質
的
な
も
の
と
が
無
理
な
く
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
、

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
韻
律
生
成
田
路
が
増
強

さ
れ
て
い
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
〉

( . 
ねーーる.
ねーる.

しる.
しる.

前
回
は
、
慈
賞
か
ら
の
聞
き
取
り
単
位
が
拍
節
二
音
で
、

三
三

0
ミ
リ
秒
程
度
と
い
う
こ
と
、
及
び
復
唱
に
あ
た
っ

て
は
七
音
あ
た
り
が
最
適
で
、
こ
れ
に
と
も
な
う
休
み
の

存
在
(
四
五

0
ミ
リ
秒
程
度
)
が
文
脈
理
解
を
予
期
的
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
と
れ
ら
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し

た
.
韻
律
生
成
の
基
本
回
路
(
音
韻
ル
l
プ
)
を
こ
う
し

た
内
容
で
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
呼
吸
や
動
作
と
の
同
期
の

関
係
も
自
然
な
も
の
に
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
.
こ
の
間
、

他
方
で
お
話
し
て
き
た
『
足
泊
二
音
」
の
原
理
{
歩
仔
の

サ
イ
ク
ル
内
リ
ズ
ム
と
拍
節
リ
ズ
ム
と
の
位
相
同
期
、
雑

話
六
四
・
七
三
等
)
も
い
っ
そ
う
根
拠
を
得
る

こ
と
に
な
り
ま
す
(
「
動
作
学
総
上
実
習
」
で

後
述
)
.
手
足
の
共
同
運
動
の
発
現
に
姿
勢
反

射
の
増
強
が
必
要
な
よ
う
に
、
こ
と
ば
の
自
由

な
表
現
の
た
め
に
は
、
舗
律
田
路
の
増
強
が
重

要
で
す
.
乳
幼
児
に
お
け
る
こ
う
し
た
回
路
の

増
強
に
、
「
ワ
ン
ワ
ン
ヘ
「
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
」

等
、
凝
音
崎
.
凝
態
語
が
、
一
貫
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
息
わ
れ
ま
す
.
視

覚
的
な
も
の
と
音
響
的
な
も
の
と
の
結
合
が
、

自
然
な
復
唱
を
も
た
ら
し
、
効
果
す
る
の
で
し

ょ
う
.
『
人
開
発
遣
の
物
質
的
基
礎
」
を
閉
じ

る
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
自
然
な
般
定
の
優
位

性
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

先
の
「
ワ
ン
ワ
ン
」
な
ど
は
実
践
に
聞
き
取

る
音
で
、
擬
昔
話
(
績
声
語
、
オ
ノ
マ
ト
ベ

るあし会《
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C. 量音~.量態語の表現力 ，倒 、 IころJの壇古.
①、 主主反転を表すd ② -主ユよ 転がり

かけること 『 ③、 iムム主 弾んで転がる Zと。

@. "ム')1二 転がっ て止まること 、 ⑤、 ιム主

主連続 Lて転がること 旬 @、 主主主ι主主弾

みをもって勢い よく転がること 、 ⑦、三主旦i主

.'L・転がっては止をり.転がっては止まること‘

③.主 主iム- 度転がりはしたが、畳佳に安定
して仕業って、二度と転がりそうもない こと ，


